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昔読んだ記事を思い出した。食事の際の「いただきます。ごちそう様。」作ってくれた人への感
謝だけでなく、食材の命にも感謝を込めて表すのは日本特有らしい。国民性というかこの国の文化
が培ってきたようだ。素敵な事だと思う。

それを思い出したのは先日、頂いたお手紙の中に、「農業は命とその源である「食」と向い合っ
ている仕事。ＪＡもその守り手となる事業に取組んでいることを忘れないで欲しい。」旨の記述が
あったからだ。

ただ、素敵な挨拶を持っていても、世界から食料を多量に輸入し自給率は下がり続けるのに、食
品ロスが数多というのはどうだろうか。

貴重な食材の命を粗末にする事の罪悪感が薄れているのと、今の世の中のように人の命が軽視さ
れているのは無関係では無いような気がする。

多様な価値を持つ国内農業の一端に携われることの誇りとその責任を再確認しつつ、忙しい毎日、
世の出来事にも腹立つ事もあるが、何はともあれ今日のこの食事に感謝して「いただきます。」
（常盤支所長飛澤）
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